
１か月予報の精度と数値予報による季節予報の予測期間の延長

種 　 　 類 発 　 表 　 日 　 　 予 　 　 報 　 　 内 　 　 容
確 率 で 表 現 し て
い る 予 報 要 素

予 測 手 法

１ か 月 予 報 毎 週 金 曜 日

向 こ う 1 か 月 間 の 平 均 気 温 、降 水 量 、日 照 時
間 あ る い は 降 雪 量 の 平 年 と の 比 較 。 気 温 に
つ い て は 、週 を 単 位 と し て 1 週 目 、2 週 目 、3
～ 4 週 目 の そ れ ぞ れ の 平 均 気 温 も 予 報

1か 月 平 均 気 温
1か 月 間 降 水 量
1か 月 間 日 照 時 間
1か 月 間 降 雪 量
（ 日 本 海 側 の み ）

数 値 予 報 に
よ る 予 測

３ か 月 予 報 毎 月 20日 頃 向 こ う 3 か 月 間 の 天 候
3か 月 平 均 気 温 統 計 的 な 予

測

暖 候 期 予 報 3月 1 0日 頃
夏（ 6～ 8月 ）を 中 心 に 春 か ら 初 秋 に か け て の
大 ま か な 天 候

夏 の 3 か 月 平 均 気
温 （ 6～ 8月 ）

統 計 的 な 予
測

寒 候 期 予 報 10月 9日 頃
冬 （ 12～ 2月 ） を 中 心 に 晩 秋 か ら 春 先 に か け
て の 大 ま か な 天 候

冬 の 3 か 月 平 均 気
温 （ 12～ 2月 ）

統 計 的 な 予
測

数値予報モデルの500hPa
高度の予測誤差
20m以下の部分が62%

数値予報モデルの500hPa
高度の予測誤差

20m以下の部分が70%

地上の100kmは、数値予報モデルの性
能の代表的な評価基準である500hPa
高度の予測誤差では20mに相当

技術開発により、特に精度
の悪い冬季（12～２月）の
平均誤差を半減させる

１か月予報モデルの500hPa高度の
予測誤差20m以下の領域が、北半
球全体の面積の70%以上を占める
ように予報誤差を縮小させる

○指標設定（１か月予報の精度）の考え方

季節予報の種類と予測手法

技術改善
・積雲対流スキーム
・重力波抵抗など

季節予報では天候を特徴づける大気
の循環パターンを、南北方向で100km
の解像度で把握することが必要

現在の１か月予報モデル

500hPa高度の予測誤差が20m
以下の領域は北半球全体の
面積の62%を占めている

○指定設定（数値予報モデルによる予測期間の延長）の考え方

　現在、統計的な予測手法を用いている３か月予報、暖候期（寒候期）予報に数値予報モデルによる予測方法を導入する。


